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当校が重視する 
情報活用能力と 
ルーブリック評価表



情報活用能力とは？
ICT端末を活用して育む“学習の基盤となる資質・能力”

出典：新潟市教育委員会「学校園教育の重点」

ICT端末の 

活用を支える 
能力

ICT端末を 

活用して育む 
能力



ルーブリック評価表とは？

出所： https://ja.wikipedia.org/wiki/ルーブリック，2023年1月28日最終閲覧

ルーブリック (英: rubric) とは，学習到達度を示す評価基準を，観点と尺度か

らなる表として示したもの。主に，パフォーマンス課題における学習者のパ
フォーマンスの質を評価するためのツールとして使用される。

項目A 項目B 項目C

レベル1 評価基準 評価基準 評価基準

レベル2 評価基準 評価基準 評価基準

レベル3 評価基準 評価基準 評価基準

卒業時の姿 評価基準 評価基準 評価基準

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8B%B1%E8%AA%9E


作成したルーブリック評価表



作成したルーブリック評価表

　先生と友達の話や教
科書に書かれているこ
とが分かる。

情報を使うこと 
Level１

△ICT活用能力 

○情報活用能力



ルーブリック評価表 
導入の背景



学校評価アンケートから
職員の抱えている課題を捉える

出所：学校評価アンケートより

約60％の教員が 
何らかの課題を感じている



学校評価アンケートから
職員の抱えている課題を捉える

出所：学校評価アンケートより

具体的な記述 

▼iPad活用に関わること 

• 学年が上がるにつれ，タブレットなどを使ってできることなど難易度が上がっていくとよいと　　
考えるが，実際は職員の得意不得意によるところが大きい。 

• １年生のiPad導入計画（見通し）がほしい。 

▼デジタル・シティズンシップに関わること 

• 教師の目を盗んで学習以外のことをしている児童や休み時間のきまりが守れない児童が数名いる。 

• 隙間時間に，iPadで好きなサイトを見る子が数人いる。すぐにそれをやっていいか考えてもらい，
片付けてはいる。 

• 勝手にiPadでいろいろと遊ぶ子どもがおり、指導や対応に困っている。



学校評価アンケートから
職員の抱えている課題を捉える

年間の見通し 子どもの姿の具体化

情報活用能力の育成に向けて

6年間を見通すことができる 

ルーブリック評価表の作成・運用へ



ルーブリック評価表 
作成の流れ



ルーブリック評価表作成の流れ

Step1 Step2 Step3

草案を作成する 実践を基に修正する 評価する
• 先行研究や既存の教材を　
リサーチする 

• 当校で重視する情報活用能
力を基に，学年ごとに段階
を設定する。

• 1年間の実践を書き出し
て，整理する。 

• 実態に合うように，項目や
レベルを修正する。

• 多様な評価者とルーブリッ
ク評価表を共有する。 

• 形成的な評価を行い，さら
に修正していく。

参考にする 合わせる 共有する



ルーブリック評価表作成のために
先行研究等を参考にする

新潟大学附属新潟小学校 
研究紀要第75集

Digital Competence Framework for
the European Schools

common sense education 
Digital Citizenship





ルーブリック評価表の作成
ICT端末の善き使い手になれるように

• 2学年ごとに設定した。 

• 子どもに共有することを踏
まえ，表現をできるだけ平
易なものにした。 

• リンクを作成し，学習活動
を参照できるようにした。

Point



ルーブリック評価表作成の流れ

Step1 Step2 Step3

草案を作成する 実践を基に修正する 評価する
• 先行研究や既存の教材を　
リサーチする 

• 当校で重視する情報活用能
力を基に，学年ごとに段階
を設定する。

• 1年間の実践を書き出し
て，整理する。 

• 実態に合うように，項目や
レベルを修正する。

• 多様な評価者とルーブリッ
ク評価表を共有する。 

• 形成的な評価を行い，さら
に修正していく。

参考にする 合わせる 共有する





ルーブリック評価表の作成
具体的な学習活動を意識する

GIGA推進チーム＋各学年PL

• 学年部ごとに付箋の色分けを行う。 

• 教科ごとにシートを分けて付箋に書き
出す。 

• どのような学習活動であったか
が分かるように記述。 

• メンバー以外も，学年会等で付箋を追
加してもらうよう促す。





ルーブリック評価表の作成
学習活動の分類を通して，情報活用能力の具体を抽出する

校内研修全体会
• 整理されたものから，教科・学年部ご
との活用の特徴を捉える。 

• 具体的な活動（子どもの姿）から，抽
象的な資質・能力の抽出・設定へ。



今後の展開



今後の展開
実際に運用し，常に評価改善を図る

1

2

ルーブリックの修正

重点単元の設定



ルーブリック評価表の修正
具体的な学習活動を意識する

情報活用能力 
ルーブリック ＋ 各教科における 資質・能力

評価基準

評価規準

の見直し

iPad活用実践事例集

学習活動

のリンク

より実態に合ったものへ



重点単元の設定と情報活用能力の育成
年間指導計画との連携・連動

年間指導計画

学習内容の重点化

情報活用能力のルーブリック

学習の基盤となるもの

連携・連動



重点単元の設定と情報活用能力の育成
年間指導計画との連携・連動

写真や単語などを，ベン図やYチャー
ト，Xチャートなどでくらべたり，分け
たりできる。

考えること・表すこと 
Level１

どの教科のどの単元 
で育成するのか？

重点単元の設定



ルーブリック評価表の位置付け
教育ビジョンと情報活用能力ルーブリックの関係性

【中学校区目標】地域社会に貢献し，国際社会で活躍できる人間

A　思考する力 B　協働する力 C　自律する力
カリキュラム全体で育む資質・能力

情報活用能力 
ルーブリック ＋ 各教科における 

資質・能力

子ども 教職員 保護者 地域の方々 有識者

CS制度等の活用 
社会に開かれた 
教育課程評価


